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ま ち の 話 題

６
年
生
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
埋
め
る

ひ
ょ
う
た
ん
桜
へ
の

　
道
路
を
き
れ
い
に
し
よ
う

大
正
中
が

大
正
中
が

２
度
目
の
優
勝

２
度
目
の
優
勝

大
正
中
が

２
度
目
の
優
勝

桜
花
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

３
月
１
日
　
第
十
六
回
桜
花
杯

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
吾
川
中
、

仁
淀
中
、
町
外
か
ら
招
待
し
た

四
チ
ー
ム
合
わ
せ
て
六
チ
ー
ム

で
、
吾
川
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
暖
か
く
絶
好
の
天
候

と
な
り
、
予
選
リ
ー
グ
戦
よ
り

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

決
勝
に
は
昨
年
優
勝
の
嶺
北
中

と
大
正
中
が
勝
ち
上
が
り
、
４

―
０
の
ス
コ
ア
で
大
正
中
が
二

度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
三
位
決
定
戦
は
、
土
佐
町

中
と
尾
川
・
黒
岩
・
佐
川
中
（
連

合
チ
ー
ム
）
で
行
わ
れ
、
12
―

６
で
土
佐
町
中
が
勝
利
し
ま
し

た
。

100歳おめでとうございます

環境美化ボランティア活動

３
月
７
日
　
町
青
少
年
健
全
育

成
協
議
会
吾
川
支
部
（
岡
林
照

壽
支
部
長
）
と
町
教
育
委
員
会

の
共
催
で
、
大
崎
か
ら
ひ
ょ
う

た
ん
桜
へ
と
続
く
町
道
大
崎
鹿

森
線
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
桜
の
開

花
を
前
に
花
見
客
や
道
路

を
利
用
す
る
人
た
ち
に
気

持
ち
よ
く
通
っ
て
も
ら
お

う
と
、
吾
川
地
区
の
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
を
中
心
に
、

平
成
五
年
ご
ろ
か
ら
続
け

ら
れ
て
い
る
地
域
と
子
ど

も
た
ち
の
恒
例
行
事
で

す
。

　
こ
の
日
も
大
崎
ジ
ュ
ニ

ア
、
中
津
ジ
ュ
ニ
ア
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
と
指
導
者
、
地
域
の

方
々
な
ど
約
五
十
人
が
参
加
。

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
前
に
集
合

し
、
ご
み
袋
を
片
手
に
約
三
㌔

先
の
ひ
ょ
う
た
ん
桜
を
目
指
し

て
出
発
し
ま
し
た
。

　
春
本
番
を
思
わ
せ
る
天
候
の

中
、
道
路
脇
や
側
溝
に
落
ち
て

い
る
ご
み
を
拾
い
な
が
ら
上
っ

て
行
き
ま
し
た
。

　
終
点
の
桜
地
区
集
会
所
前
に

集
め
た
ご
み
を
分
別
し
、
二
時

間
余
り
の
作
業
を
終
了
し
ま
し

た
。

　
お
昼
に
は
、
桜
地
区
集
会
所

で
商
工
会
婦
人
部
の
皆
さ
ん
が

作
っ
て
く
れ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

が
振
る
舞
わ
れ
、
一
仕
事
終
え

た
参
加
者
た
ち
は
お
い
し
そ
う

に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

側溝もきれいになりました

３月16日　上名野川（中奥）の五藤信市さんが、

100歳の誕生日を迎え、藤　富士登町長から長寿祝

いが贈られました。

　五藤さんは明治42年生まれ。４年半前から大崎診

療所に入院されていますが、95歳までは自宅で元気

に過ごされていました。

　名野川磐門神楽を80歳まで50年間舞い続け、伝

統の継承に貢献された五藤さん。毎年、石鎚山へ登

ることが楽しみだったそうです。

　「若いときは体が弱かったが、年をとるごとに元

気になって、100歳まできました。今日はありがと

うございました」と、五藤さんはうれしそうにお礼

を述べていました。
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三
月
六
日
、
池
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
三
回
地
域

教
育
推
進
協
議
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

町
内
各
校
の
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

推
進
委
員
会
、
地
域
お
よ
び
教
育
関

係
の
代
表
者
の
参
加
の
も
と
、
「
よ

り
良
い
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
協

議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
第
一
回
で
は
、
学
校
単
位
で

地
域
と
ど
の
よ
う
な
連
携
や
関
わ
り

が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

 
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
詳
し
く
知
る

た
め
に
、
第
二
回
で
は
名
野
川
小
学

校
と
仁
淀
高
校
に
取
り
組
み
を
発
表

し
て
も
ら
い
、
参
加
者
か
ら
は
「
学

校
・
保
護
者
・
地
域
の
連
携
が
よ
く

図
ら
れ
、
大
人
も
子
ど
も
も
生
き
生

き
と
し
て
い
た
」
と
共
感
を
得
ま
し

た
。

　
第
三
回
当
日
の
会
で
は
、
今
年
度

の
内
容
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
方

向
性
で
来
年
度
に
つ
な
げ
て
い
く
か

を
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
「
学
校
と
地
域
が
う
ま
く
連
携

し
合
え
る
事
例
」
を
詳
し
く
知
り
た

い
と
い
う
意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
来
年
度
か
ら
教
育
委
員
会

が
取
り
組
む
「
家
庭
教
育
支
援
基
盤

形
成
事
業
」
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
、

こ
の
事
業
と
地
域
教
育
推
進
協
議
会

が
い
か
に
連
携
協
力
し
合
っ
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
に
も
触
れ
ま
し
た
。

　
学
校
・
地
域
・
教
育
機
関
が
互
い

に
情
報
交
換
・
支
援
協
力
を
行
い
、

地
域
全
体
が
活
性
化
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
こ

と
を
共
通
理
解
し
て
閉
会
し
ま
し

た
。

◇
広
報
寄
付
金

　
岡
　
　
春
喜
様（
高
知
市
）

　
片
岡
　
美
義
様（
越
知
町
）

　
古
川
　
早
子
様（
豊
川
市
）　

　
ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、広
報
発
行
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
役
場

◇
社
会
福
祉
協
議
会

　
伊
藤
　
和
之
様（
竹
ノ
谷
）

　
中
島
　
義
幸
様（
大
崎
）

　
ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

ご
寄
付
の
お
礼

命のぬくもり感じる貴重な体験

渡部館長の講演の様子

歴史や文化に触れる 土佐山内家宝物資料館出張講座
　２月21日、中央公民館で土佐山内家宝物資料館の出張

講座が開催され、約50人が参加しました。

　資料館の渡部淳館長と藤田正子学芸員が「山内家資料

にみる仁淀川町の歴史」と題して、土佐藩主山内家に伝

わった資料を写真で紹介しながら、そこから分かる歴史

について講演をしました。

　また会場には、資料館から持参された兎耳形兜や高野

切本（古今和歌集の写本）の複製品が展示され、参加者

の目を引いていました。

　「めったにない機会、良かった。またやってもらいた

い」という参加者の感想も聞かれ、歴史に触れる良い機

会となったようです。

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
協
力
を
支
援

　
　
　
　
　
　
　
町
地
域
教
育
推
進
協
議
会

「
ふ
れ
あ
い
参
観
日
」で
地
域
の
方
と（
別
府
小
）

うさぎみみなりのかぶと

きれ ぼん

こう  や
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こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

「特定健診」を受けましょう！「特定健診」を受けましょう！

命のぬくもり感じる貴重な体験命のぬくもり感じる貴重な体験命のぬくもり感じる貴重な体験

　
四
月
か
ら
総
合
健
診
が
始
ま

り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
受
診
の
予

定
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
か
ら
四
十
〜
七
十

四
歳
の
方
を
対
象
に
「
特

定
健
診
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
健
診
は
、
体
脂
肪
か

ら
血
圧
や
血
糖
を
高
く
す

る
物
質
が
出
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
健
診
で
す
。

　
体
脂
肪
の
中
で
も
、
特

に
内
臓
の
周
り
に
つ
く
「
内

臓
脂
肪
」
の
影
響
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
内
臓
脂
肪

症
候
群
＝
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

と
い
う
言
葉
が
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

受
診
率
が
低
く
生
活
習
慣

病
死
が
多
い
高
知
県

 

平
成
十
七
年
の
厚
生
労
働
省

資
料
に
よ
る
と
、
高
知
県
の
基

本
健
診
受
診
率
（
二
十
年
度
か

ら
特
定
健
診
）
は
、
全
国
で
一

番
低
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

受
診
率
が
一
番
高
い
の
は
山

形
県
（
六
一
・
七
％
）
、
続
い

て
東
京
都
（
五
六
・
七
％
）
、
愛

知
県
（
五
五
・
一
％
）
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

一
番
低
い
の
が
高
知
県
（
二

一
・
八
％
）
、
次
に
広
島
県
（
二

六
・
〇
％
）
、
沖
縄
県
（
二
八
・

五
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。

 
ま
た
高
知
県
は
、
生
活
習

慣
病
（
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、

脂
質
異
常
症
な
ど
生
活
習
慣

に
起
因
す
る
病
気
）
に
よ
る

死
亡
者
数
が
全
国
で
三
番
目

と
高
い
数
値
に
な
っ
て
い
ま

す
。

 

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状

が
な
く
、
気
付
か
な
い
う
ち

に
進
行
し
ま
す
が
、
早
め
に

対
処
す
れ
ば
薬
の
い
ら
な
い

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
年
に
一
回
は
健
診

を
受
け
て
自
分
の
体
の
状
態

を
知
り
、
元
気
に
暮
ら
せ
る

体
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

※
町
で
昨
年
実
施
し
た
国
保
の

特
定
健
診
受
診
率
は
四
〇
％

弱
に
な
る
見
込
み
で
す
。

お か も と 整 体
◎休　　日…木曜日
◎治療時間…約50分
◎料　　金…一律2,000円
◎受　　付　電話予約承ります。・予約者優先。
◎午前8時から午後6時まで

住所　仁淀川町土居甲１０５２　　 お問い合わせ・ご予約は  T E L０８８９・３４・２６３０

広 告

そのばでもろもろの治療効果を

実証できる整体です。

早期に治る事を願います。

 ２月12日、仁淀中学校で３年生18人が参加し

て「いのちの教室～赤ちゃんとのふれあい体験

学習～」が行われました。この教室は、中学生

が赤ちゃんとふれあうことにより、命のぬくも

りや尊さ、思いやる心を養ってもらおうと実施

しています。

 教室では、５組の親子にご協力いただき、中

学生が赤ちゃんを抱っこしたり、お母さんから

子育てについてのお話を聞いたりしました。ま

た全員が体に10㌔近い重りをつけ、妊婦体験も

しました。

 中学生からは「赤ちゃんは小さいけど思った

よりずっと重かった」「めちゃくちゃ可愛くて

癒やされた」「今度妊婦さんを見かけたら配慮

したい」「私もこんなふうに大事に育てられた

んだと思ってうれしかった」などの感想があり、

命について深く考え、ぬくもりを肌で感じられ

た貴重な体験になったようです。

命
の
重
さ
と
ぬ
く
も
り
を

感
じ
ま
し
た

仁
淀
中
で
「
い
の
ち
の
教
室
」
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「
子
育
て
応
援
特
別
手
当
」

が
支
給
さ
れ
ま
す

　
多
子
世
帯
の
子
育
て
負
担
に

対
す
る
配
慮
の
た
め
「
子
育
て

応
援
特
別
手
当
」
を
支
給
し
ま

す
。

　
対
象
者
の
方
（
世
帯
主
）
に

は
、
三
月
下
旬
に
役
場
か
ら
申

請
書
類
等
を
郵
送
し
て
い
ま
す

の
で
、
内
容
を
ご
確
認
の
上
、

お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
対
象
と
な
る
子
ど
も
】

　
世
帯
に
属
す
る
三
歳
以
上
十

八
歳
以
下
の
子
（
平
成
二
年
四

月
二
日
か
ら
平
成
十
七
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
）
が
二

人
以
上
お
り
、
か
つ
第
二
子
以

降
で
平
成
十
四
年
四
月
二
日
か

ら
平
成
十
七
年
四
月
一
日
生
ま

れ
の
子

【
給
付
額
】

　
一
人
当
た
り
三
万
六
千
円

問
い
合
わ
せ

本
庁
町
民
課

　
　
３
５
・
１
０
８
８

池
川
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　
　
３
４
・
２
１
１
２

仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　
　
３
２
・
１
１
３
２

合
併
浄
化
槽
設
置
に
補
助
金

　
浄
化
槽
を
設
置
す
る
と
、
生

活
排
水
全
般
の
処
理
が
で
き
、

海
や
河
川
の
水
質
汚
濁
を
防
止

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
取
付
工
事
は
簡
単
で
、
設
置

に
は
普
通
車
一
台
が
置
け
る
程

度
の
広
さ
が
あ
れ
ば
十
分
で

す
。

補
助
金
を
受
け
る
こ
と
の

で
き
る
方

　
専
用
住
宅
な
ど
に
浄
化
槽
を

設
置
す
る
方
（
店
舗
住
宅
も
含

む
）
。
な
お
共
同
住
宅
は
補
助

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
の
対
象
と
な
る
地
域

　
町
内
全
域
。
た
だ
し
農
業
集

落
排
水
処
理
区
域
は
除
き
ま

す
。

補
助
の
対
象
と
な
る
浄
化
槽

　
国
庫
補
助
指
針
に
適
合
す
る

処
理
対
象
人
員
十
人
ま
で
の
浄

化
槽
に
限
り
ま
す
。

定
期
検
査
・
保
守
点
検
の
実
施

　
浄
化
槽
管
理
者
は
、
環
境
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

毎
年
一
回
指
定
検
査
機
関
の
行

う
水
質
に
関
す
る
検
査
な
ら
び

に
お
お
む
ね
三
カ
月
に
一
回
の

保
守
点
検
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

補
助
金
の
額

本
年
度
補
助
予
定
基
数

　
五
人
槽
　
　
　
十
五
基

　
六
〜
七
人
槽
　
　
五
基

※
平
成
二
十
一
年
度
（
二
十
二

年
三
月
ま
で
）
に
設
置
を
予
定

さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
町
民
課
　

　
　
３
５
・
１
０
８
８

池
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
　
３
４
・
２
１
１
５

仁
淀
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
　
３
２
・
１
１
１
２

お知らせ
コーナー

・・・I N F O R M A T I O N・・・

運動の基本　子どもと高齢者の交通事故防止

重点目標

１　すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

２　自転車の安全利用の推進

３　飲酒運転の根絶

お願い

☆運動期間中は、ボランティアの方や関係者が街頭指導など交通安全活動に

携わってくださいます。ドライバーサービスやパレードなども行いますの

で、ご理解とご協力をお願いします。

☆地域から悲惨な交通事故を根絶するよう家庭や職場などで話し合い、交通

安全意識を高めましょう。

交通安全協会佐川支部（佐川警察署内）　　２２・０１１０

※交通安全協会は、皆様の会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします。

春の全国交通安全運動

４月６日（月）～15日（水）
10日（金）は交通事故死ゼロを目指す日
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国
際
交
流
員
ら
が

土
佐
弁
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　  
県
内
各
地
で
公
演

　
県
内
在
住
の
国
際
交
流
員
や

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

ら
で
つ
く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
青
年
会
に

よ
る
「
土
佐
弁
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
」
が
県
内
各
地
で
開
か
れ
ま

す
。

　
地
域
住
民
と
の
交
流
を
図
ろ

う
と
平
成
八
年
か
ら
始
ま
っ
た

こ
の
公
演
は
、
歌
や
踊
り
、
笑

い
満
載
の
熱
演
で
毎
年
人
気
を

集
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
演
目
は
「
牧
野
と
豆

の
木
」
。
牧
野
富
太
郎
の
伝
記

と
、
有
名
な
西
洋
の
お
と
ぎ
話

「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
」
を
融

合
さ
せ
た
奇
想
天
外
な
お
話
。

見
て
の
お
楽
し
み
で
す
！

　
入
場
は
無
料
で
す
が
、
公
演

後
、
募
金
活
動
を
行
い
、
海
外

留
学
を
希
望
す
る
県
内
の
中
高

生
へ
の
助
成
金
と
し
ま
す
。

公
演
日

四
月
十
九
日
（
日
）

　
梼
原
座
（
梼
原
町
）

　
午
前
九
時
〜

　
土
佐
市
民
会
館
（
土
佐
市
）

　
午
後
一
時
三
十
分
〜

　
追
手
前
高
校
芸
術
ホ
ー
ル

 

（
高
知
市
）

　
午
後
六
時
三
十
分
〜

※
こ
の
ほ
か
、
四
月
十
一
日
に

は
土
佐
町
、
十
二
日
に
は
香

南
市
、
田
野
町
、
室
戸
市
、

十
八
日
に
は
宿
毛
市
、
四
万

十
町
で
も
公
演
が
行
わ
れ
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
青
年
会

マ
ッ
ト
・
ダ
グ
ラ
ス
代
表

（
高
知
県
文
化
・
国
際
課
内
）

　
　
０
８
８
・
８
２
３
・
９
６
０
５

　
FAX
０
８
８
・
８
２
３
・
９
２
９
６

  

国
民
年
金
だ
よ
り

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
、

繰
り
下
げ
に
つ
い
て

《
繰
り
上
げ
支
給
》

　
老
齢
基
礎
年
金
は
原
則
と
し

て
六
十
五
歳
か
ら
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
希
望
す
れ
ば

六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る

ま
で
の
間
で
も
繰
り
上
げ
て
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
繰
り
上
げ
請
求
を

し
た
時
点
（
月
単
位
）
に
応
じ

て
年
金
が
減
額
さ
れ
、
そ
の
減

額
率
（
最
大
で
三
〇
％
）
は
一

生
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
繰
り

上
げ
請
求
し
た
後
で
国
民
年
金

法
で
定
め
る
一
・
二
級
に
該
当

す
る
障
害
者
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
障
害
基
礎
年
金
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
と
不

利
益
な
点
が
多
い
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

《
繰
り
下
げ
支
給
》

　
希
望
す
れ
ば
六
十
六
歳
以
降

に
増
額
し
た
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
繰

り
下
げ
請
求
を
し
た
時
点
（
月

単
位
）
に
応
じ
て
年
金
が
増
額

さ
れ
、
そ
の
増
額
率
（
一
月
で

〇
・
七
％
、
最
大
で
四
二
％
）

は
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
遺
族
年
金
な
ど
他
の

年
金
の
受
給
権
が
あ
る
場
合
、

繰
り
下
げ
請
求
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
振
替
加
算
に
つ
い
て

は
、
増
額
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
が
、
繰
り
下
げ
待
機
中
は
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
支
給
開
始
は
請
求
し
た
翌
月

分
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
七
十
歳
到
達
月
末
ま
で
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
電
話
勧
誘
販
売
と
は
、
自

宅
や
職
場
に
突
然
電
話
を
か

け
て
き
て
、
商
品
の
販
売
や

資
格
の
取
得
な
ど
を
勧
誘
す

る
も
の
で
す
。

  

佐
川
署
管
内
で
も
、
勧
誘
販

売
の
電
話
が
よ
く
か
か
っ
て

く
る
と
の
話
を
聞
き
ま
す
。 

電
話
勧
誘
販
売
で
の
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め

に
も
、
必
要
の
な
い
用
件
で

あ
れ
ば
早
め
に
断
り
、
電
話

を
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

勧
誘
販
売
の
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
と
き
の
注
意
点

○
勧
誘
電
話
は
台
風
と
同
じ

（
長
い
時
間
か
か
わ
る
と
、

被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
）  

○
お
話
好
き
は
要
注
意
（
何

気
な
い
お
し
ゃ
べ
り
の
間
に
、

あ
な
た
の
情
報
を
聞
き
出
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
）       

○
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

は
し
な
い
（
勧
誘
電
話
は
、

話
が
長
く
な
る
と
断
り
に
く

く
な
り
ま
す
）

※
勧
誘
電
話
を
切
る
こ
と
は
、

決
し
て
失
礼
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

勧
誘
電
話
の
断
り
方
（
例
）

 

「
い
り
ま
せ
ん
」
「
興
味
が

あ
り
ま
せ
ん
」 

「
家
族
に
聞

か
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
」

な
ど
、
は
っ
き
り
と
否
定
す

る
意
味
の
一
言
を
使
い
ま
し

ょ
う
。

高
吾
北
地
区
地
域
安
全
協
会

事
務
局
（
佐
川
警
察
署
刑
事

生
活
安
全
課
内
）

　
　
２
２
・
０
５
６
０

地
域
安
全
ア
ド
バ
イ
ス

電
話
勧
誘
販
売
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す

話が長引くと、あなたの情報が聞き出される
こともあります。ご注意ください。

私は一人暮らし

やし、子どもは

県外におって…




